
















A study about grandparent's death in adolescence (2) 
Bereavement reactions and its correlated factors 
(personality， grandparent's functions in his/her町e)
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 中里和弘
百出 study，the correlations of bereavement reactions and its correlated factors (personality， grand-
parent's functions in his/her life) were reported.τne participants of出sstudy were 323 university 
students. As a result， emotionally unstable personaliてywas found to influence the grandchildren's 
bereavement reactions. Time perspectivesルnctionsand the acceptance of existence junctions out of 
four grandparents'白血tionsin his/her life s仕onglyin到uencedthe grandchildren's bereavement reac-
tions. Moreover，也einfluences of time perspectives functions and those of acceptance of existence 
ル'nctionson sorrow and yearning were bigger白血 thoseof other何o白山tions.Also， the influence 
of time perspectivesβmctions on re-巴再perience01 image and thought was bigger than those of other 
three functions. Consequently these fi.ndings suggested也at也巴 degreeof grandchildren's bereave-
ment reactions was depended on也efourザpesof gr担 dpぽent'sfunctions in his/her life. 
I 目的
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grandparent's functions in his/her lifi巴
大切な人の死は遣された者に大きな衝撃を与えると同時に、様々な反応(死別反応)を生じさ
せる。しかしながら、同じ続柄の対象を亡くした場合であっても、その死別反応の現れ方や持
続期間、死別からの回復の過程に関して違いが生じる(小島， 1988; Burnel1 & Burnel1， 1989; 





















れており、祖父母であることに多様な意味が見出されている (Kahana& Kahana， 1971 ; Kivn 
























































































4活動性 .59*** .37*** .85*** 
5社会的不適応性 一.11 一.02 .15* .31本









'情緒不安定性 .17 t 


























項目 F1 F2 F3 F4 h2 
I.日常的・情緒的援助機能(α=.91)
12.親には言えないことでもその人には話せることがあった .76 .26 .26 .0 .71 
19.人自分だではとど思うにもならなくなった時、最後に頼りになるのはその
なあ った .68 .35 .28 .0 .67 
17.その人は、私が悩んでいる時など、必要な時にアドバイスしてく .65 .42 .26 .20 .71 れた
11.そたの人は私が両殺とぎくしゃくした時など、聞をとりもってくれ .64 .20 .27 .19 .56 
9.悩けみや，も心めごとにがなあっとた，思時っなたど、その人が何もしなくてもいるだ
で、 の支え る .62 .46 .32 .0 .70 
25.その人はれ両親たカ£忙しい時など両親のかわりに、私のことをいろい
ろしてく .62 .2 .38 .20 .61 
l.時間的展望促進機能(α=.92)
20.その人の姿から、自分のこれからの生き方を前向きに考えること .36 .78 .25 .21 .84 があった
13.その人の若い頃の話を聞いて自分の生き方に参考になることがあっ .30 .67 .26 .27 .68 た
24.私は、将来その人のようになりたいと思うことがあった .35 .67 .35 .13 .71 
4.その人との姿から、自分が年を取ったとき、どうなりたいか想像す
るこができた .19 .64 .21 .16 .51 
26.その人の姿から、人の一生について積極的に考えてみることがあっ .38 .57 .29 .30 .65 た
23.その人は、若い頃の社会の様子や暮らしについて話してくれた .39 .52 .3 .23 .58 
1ll.存在受容機能(α=.92)
2.その人は、私に興味や関心をもっていてくれていた .20 .2 .75 .15 .67 
15.その人は何があっても、私のことを見捨てないと思っていた .40 .29 .72 .14 .78 
1.その人は、私の体の具合を気づかつてくれた .28 .27 .69 .12 .64 
14.その人は、私の気持ちを理解しようとしてくれた .42 .28 .68 .15 .74 
18.その人がいるだけでなんとなく安心できる気がした .44 .39 .58 .0 .70 
N.世代継承性促進機能(α=.79)
21.生前、その人の姿から、親はその人に似ているなあと実感した .11 .2 .10 .85 .80 
16.生前み思、その人を見て、親や自分もなんとなく似ているなあとしみ
じ った .21 .44 .31 .57 .6 
寄与率(%) 21.16 20.26 18.31 8.22 




























合計得点 悲哀感と思慕 イメー ジと思考の
再体験
H 。 B 
日常的・情緒的援助機能 .12 .09 .15 
時間的展望促進機能 .35*** .33*** .32** 
存在受容機能 .23本牢 .35牢*キ .05 
世代継承4性促進機能 .13 .08 .16* 
R .73*牢* .75*** .58*** 
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